
7月●日事二I:販売開始 J

市内に残された江戸・明治の絵図・地図を解説

先人から書き残された村の歴史を語り継く・゙…
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来住郷絵図

小野市絵図集の購入方法

●本の体裁 A4判  本編約 300ページ 絵図編約 70ページ

●価  格 F (送料は男1途申し受けます)

●購入方法 ・直接好古館でご購入下さい。
・郵送希望の場合は、好古館へ連絡してください。納付書をお送りします。

●販売場所 小野市立好古館
● F・5合せ先 小野市立好古館

675・ 1375 兵庫県小野市西本町 477 電話 0794-63-3390
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小野市絵図集の執筆者

大山喬平 京都大学名誉教授、小野市史編纂専門委員長
今井修平 神戸女子大学教授 (副学長)、 小野市史編纂専門副委員長
岡中真吾 神戸大学名誉教授、小野市史編纂専Fl委員
野田泰三 京都光華女子大学准教授、小野市史編纂専F号委員
奥村 弘 神戸大学大学院人文学研究科教授、小野市史編纂専門委員
石野茂三 小野市立旭丘中学校長、元小野市史編纂室長
藤田裕嗣 神戸大学大学院人文学研究科教授

掲載絵図

小野地区

一柳土佐守知行所絵図、小野町絵図、黒川村絵図、奥村絵図、長尾村絵図、後谷村絵図、浄土寺絵図

河合地区

河合北部・滝野南部絵図、河合中村絵図、西村絵図、粟生村絵図、大河筋河合りll原争論裁許絵図

来住地区

来住郷絵図、黍田村絵図、阿形村西脇村再村絵図、福旬‐村絵図

市場地区

太郎太夫村絵図、樫村室山村絵図、池尻村絵図、大島村絵図、山田村絵図

大部地区

鹿野原扱絵図、高田村・北村絵図、高口村用水溝絵図、敷地新村絵図、中嶋村絵図、土橋村絵図

下東条地区

買野村絵図、万勝寺村絵図、池田村絵図、小田村絵図、曽根村絵図、 船木村絵図、菅日積絵図、
下番村絵図、久保木村絵図など
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解読図 (部分)
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